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AbstractThe

　effects 　of　two−color 　combinations 　were 　studied 　from　the　point　of　view 　of　color −affections ．　A　total　of　285　color −

combinations 　between　different　hues　were 　chosen 　considering　tone −combinations ．　On 　the　fashion−related 　six

scales，　these　color −combinations 　were　rated 　by　46　female　college 　students 　using 　the　Osgood −type　Semantic
Differential　Method，　The　multiple　regression 　analysis 　employed 　by　Horita　and 　Oyama 　was 　applied　to　the　effect　of
color −combinations 　on 　five　scales ．　Generally，　the　coefficients　of　determination　were 　large，　indicating　the　usefulness

of　the　regression 　tormula．　The 　results　of　color・combinations 　were 　shown 　largely　dependent　on 　those　of　component

cobrs ．　The　cobr
−combinations 　of　light　colors 　with 　small 　hue −differences　were 　generally　evaiuated　highly　on 　the

‘」harmony”scale．On　a　h凵e−circle，　yellow，　green，　and 　blue　were 　found　easy 　to　make 　good　harmony　with 　other 　hues，
while 　red 　and 　orange 　were 　not ．　ln　various 　tone−combinations

，
　those　between　pale　tones 　were 　found　most

harmoniOUS．

Keyword ：color　a幵ection，　color　combination 　effects，　color 　harmony，semantic 　differential　method ，

要　旨

　色彩感情の 観点か ら、2色配色の配色効果を追究 した 。 合計 285 異色相配色を トー
ン配 色を考慮 して 系統的に

選んだ 。 フ ァ ッ シ ョ ン 関係で 使われる6尺度につ い て 、こ れ らの 配色に つ い て、Osgood の SD 法を用 い て、46 名

の女子短大生 に配色効果を評価させた 。 堀田と大山の用い た多重回帰分析法を、5尺度の 配色効果の分析に適用 し

た。全般的 に、決定係数は大き く、その回帰式はよく適用 された 。 配色の評価は、単色の評価に大き く依存 した 。

「調和」尺度上で、色相差が少ない明るい 色の配色がほぼ高く評価された。 色相環のうち 、黄、緑、青が他の 色相

と調和しやす く、赤と橙で 調和 しに くいことがわか っ た。種々の トーン配色の なかで ペ ール トーン 同士の配色が

最も調和 しやすか っ た。

キー
ワード ：色彩感情、配色効果、色彩調和、SD 法
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1，は じめ に

　2色配色の色彩感情に関する研究結果は、すで に多

くの研究報告があると思われ がち で あ るが、実際は

さほど多くない
1− lo／／

。 この 種の実験は、一
度に実験

で きる配色 数には限 りがあ る
一

方関連す る要因 は多

く 、一
般的 な 結論を導き 出す こ とが難 しい こ ともそ

の
一

因であろう。

　筆者らは、2色配色の配色効果の研究を行 っ てい る 。

同
一

色相間の 2色配色 の 感情効果 はす で に発表 した
lm

ので、今回は 、異なる色相間の 2色配色 の 感情効果 に

つ い て 、6対の形容詞を用 い て、SD 法
1B

に よ り次の

事項につ き追究する 。

　 1）異色相配色の各種色彩感情として、上位に 上がる

　　 配色の特徴を、色相、ト
ー

ン 配色の面か ら探る 。

　2）色彩感情の うち 、色彩調和は最も 関心 が高 く、

　　 かつ 実用 的にも重要な感情である 。 どの ような

　　 明度差 ・彩度差の 配色の場合によい調和が得 ら

　　 れる か を追究す る ため、「調和の ∠V −
∠ C 図」を

　　作成し、先行研究と比較検討する 。

　3 ）配色 の 感情効果 の 評価 を、単色の効果 にもとつ

　　く理論式で表せな い か、堀田 ら
旧

と大山
13’

1

提案

　　 の回帰式により検討する。

　4 ）調和が良 く、かつ 、使用 目的の色彩感情 に合 っ

　　 た配色例を具体的に提示する 。

表 1　 異色相の 使用配色内容

2．方法

2．1 色刺激

　使用 した配色の内容を表 1に示す 。 トーン
／ll

も、表

1中の 「組合せ」の色相の略記号も、文献
’
1　4 ）

を用 いた 。

（ただ し、以下、色相 と ト
ーン の略号を区別す るため、

本文で は 、ト
ー

ン をす べ て イタリッ ク体で表す。 ）

　配色は 、すべ て異色相配色で あ る。色相は、基本

となる 5色相 （RIY ，G ，BIP ）の各 々 に つ い て 、ペ ア と な

る色相を各9色相 （R，YR ，Y，GY ，GBG ，B ，PBRRP より同

一
色相同士を除いたもの）組合せた．

　ト
ー

ン は、先行研究結果
1，コ）

も ふ ま え た 上 で 、可 能

な限り多様な ト
ー

ン となるよ うに考え 、Vivid、　 Paie、

Bright．　 Dull．　 Oa嵐 G 厂ayish トーン を選んだ。
it2

先ず、

Vividトー
ン は各色相の代表色として必ず第

一
に挙が

る の で 取 り上 げ、次に トーン 図
T4

）
よりバ ラ ン スを考

え、Pate、　 Bright．　 Dulk　 Dark、（∋rayish の 各ト
ー

ン を

選 ん だ 。配 色 に 関 し て は 、同
一 トー

ン 配色 は 、

Pale1　Paノθ、　 Vivid1　Vivid．［）ark ！Dark、こ れ ら3種の配

色を選ん だ。こ れ らは各高 明度
・
中彩度同士 、中明

ND組 口 せ 　 　 No ．口せ 　 　　閥o 　 ロせ 　 　　Ne ．口せ 　　　Nq 　 口せ

1　R −P 〆 YR −P 　 58 　B −V ・G −V 　　 115 　Y一臼 ’R−P　　 172 　G −DI 〆 GY−Dk　229 　日
一P ！ P日一Dk

2R −P〆GY−P 　59 　B −〉 ・臼G −V 　 116　Y −BttYR −P 　 1フ3　G−DlttBG −DI　230 日
一PttP−Dk

3　RP ・BG −P　 60　B−＞ ttPB−＞　　117　Y−Btt　GY−P　　174　G−DI！ B−Dk　 ？31 日
一P 〆 RP −Dk

4　R −P 〆PB −P 　 61　B −〉　・RP−＞ 　　 11B　Y −B ／G−P　　　175 　G−DI 〆 PB−Dk　232　P−P．「R−Dk
5　R−P　 RP−P　 62　P−V・R−V　　　119　Y−B 〆BG −P　　176 　G−D レ P

−Dk 　 233 　P
−P ／ YR −Dk

6　Y −P ’R −P　　63　P−〉 ’VR−V　　120　Y−B ！B−P　　 lJ7 　G−Dl ．「RP−DL　234 　P −P 〆 Y −Dk
7　Y−P 〆 YR−P　 6耳　P−〉 ・Y−V　　　121　Y −B 　

’PB −P 　　l7S 　B−D1 ’R −Dk 　 235 　P −P 〆 GY −Dk
8　Y −P ’qY −P 　 巳5　P −V 〆 GY−》　　172　Y−B ！ P−P　　 179 　B−Dt ／ YR −Dk　236 　P −P ／ G−Dk
g　Y −P ／ BG −P　 66　P−V 「G−V　　 123　Y−B　tt　RP−P　　180　B−DL 〆 Y−Dk　 237　P−PrtBG −Dk
lOY−P・「PB−P　 67　P−V，tBG−V　　124 　G一日 ・R−P 　　 181 日

一D ：〆GY −Dk　238 　P
−PttB −D 巨

1｝ Y −P ・RP−P　 68　P−V ！ B−V　　　125 　G−B ’Y 降 P 　　l82 　B−Dl ・G −Dk 　 239 　P −P ／ PB −Dk
12G −

P　tt　R−P　　69 　P
−V 」P臼

一V 　　126　G −B ・Y−P　　 I83　B−Dl．「「BG−Dk　240　P −P 〆 RP −Dk
13G −P．’VR−P　アO　P−V ・RP−V 　　12 ア　G

−B 〆 GY −P　 184 　B
−D1 ！PB −Dk 　241　R

−
〉！YR −Gr

14G −P 〆Y−P 　　ll　R −Dk ・YR−Dk　128 　G−B ・BG−P　 185 　B−D1 ／ P−Dk 　 242 　R−V 〆Y −Gr
15G −P〆GY−P　12 　R

−Dk ！ GY −Dk 　129　G
−B ・B −P 　　 186 　B

−DI ／ RP−Dk　243　R
−V ／ GY−Gr

16G −P，BG−P　IG 　R −Dk ’BG −Dk　130 　G £ ・PB −P 　 自87　 P−Dl ・R−Dk 　 244　R
−
〉！ G−Gr

llG −P 〆PB −P　 1耳　R−Dk　rt　PB−Dk　131 　G £ ・P −P 　　 19S 　P−Dl　，・∀R −Dk 　245 　R−V ！ BG −Gr
IS　G−P 厂RP −P　 ア5　R −Dk ・RP −Dk　132 　G −e 〆RP−P　　189　P−DI・Y−Dk　 246　R−V ／ 日一Gr
19日

一P ／ R−P　　16 　Y −Dk ．「「R−Dk 　 I33　B −B ・R一ρ　　 190 　P
−DI．’GY−Dk　2A7　RV ／ PB−Gr

20 日
一P ／ YR −P 　η 　Y −Dk〆 YR−Dk　124　B−B ／ YR−P　　191　P−DI・G−Dk　 248　貼 V ！ P−Gr

21B −P 〆 Y−P　　7S 　Y −Dk 〆 GY −Dk 　b35　日一B ・Y−P　　 192　P−DI’巳G−DL　2Ag　R−V 〆 RP−Gr
22日

一P 〆 GY−P　 79　Y−Dk 〆 BG−Dk　136　B−B ’GY−P　 193　P−Dレ 目
一D ト　 ！50　Y

−V 〆 R−Gr
23 日一Ptt 巳一P 　　BO 　Y −Dk 〆 PB −Dk 　11 ア B−B ’G−P　　 19耳　P

−DI 〆 PB−Dk　251　 Y−》〆YR−Gr
24 日

一P 〆BG−P　BI　Y−Dk ！ RP −Dk 　13B 　B −B 〆 BG −P　　l95 　P−DI ！RP −Dk　252 　Y
−V ／ GY −Gr

25B −P ．PB −P　 e2 　G −DH 〆 R−Dk 　 l39　B−B ・PB−P　 196　R−P ／ YR−Dk 　25 コ　Y −V ！ G−Gr
26 巳一P 〆RP −P 　S2 　G−Dk ・YR −Dk　14D　B−B ／ P−P　　 191　R−P 〆 Y−Dk　 254　Y−V ！BG −Gr
27P −P 〆 R−P　　S4　G−Dk ・Y−Dk　 1翻1 日

一B ・RP −P 　　198 　R
−P ．r　GY −Dh 　25S 　Y

−VttB −Gr
28P −P 〆YA −P　 85　G−Dk 〆 GY−Dk　142　P−B 〆 R−P　　　199 　R−P ／ G−Ok 　 256 　Y −V ／ PB −Gr
29P −P　tt　Y−P　　B6　G−Dk ・巳G−Dk　14J 　P−B ・YR−P 　　2GO 　R

−P 〆 BG−Dk　25ア　Y
−V 〆 P−Gr

30P −P ／ GY−P　 8了　G−Dk ／PB −Dk　IA4 　P一日 ・Y−P　　 201　R−Ptt　B−Dk 　 25B 　Y
−V ！ 即

一Gr
訓 P −P 〆G−P 　　88 　G−Dk ・RP −Dk 　14fi　P −B ・GY−P　 2G2　R−P 〆 PB−Ok 　259 　G−〉 ・「R’Gr
32P −P ／ BG−P　89　日一Dk 厂 R −Dk 　 146 　P −B ’G −P 　　 203 　R

−P 〆 P−Dk 　 260 　G
−
＞ tt　YR−Gr

33P −P〆B−P　　90　日一Dk ’YR−Dk　141　P一巳 ’臼G−P　 204 　R−P 、RP −Dk 　261 　G−〉 ！ Y−Gr
34PP ！PB−P　91　B −Dk 　 Y −Dk 　 I48　P −B ’日

一P 　　 205 　Y
−P　r「R−Dk　 252 　G

−V ！GY −Gr
35P −P〆RP−P　92　B −Dk ・GY −Dk　149 　P −B ・PB −P　 206 　Y−P ’YR −DH 　263 　G−V ・「BG −Gr
36R −〉．・YR −V 　93 　B

−Dk　rr　G −Dk 　 150　P−B ’RP−P　 207　Y
−P．r　GY−Dk　264　G−V 〆 B −Gr

ヨア R−V〆GT−V　94　B −Dk ’BG −Dh　151　R−DI ・YR −Dk 　208 　Y
−P　’G −Dk 　 265 　G

−V ・PB −Gr
3S　R−V 〆BG −＞ 　95 　日

一Dk 〆 PB−Dk 　l52 　R−DI 〆 Y−Dk 　 209 　Y−P　r「BG −Dk 　266 　G−V 〆 P −Gr
39R −V ／ P臼

一V 　96 　8 −Dk ・RP−Dk　153　R−DI・GY−Dk　210　Y−P 〆 B−Dk　 261　G−V ’RP −Gr
鯛 R−V 、t　RP −＞　 9ア　P −Dk　rt　R −Dk 　 154 　R−Dl　，・G −Dk　 211　Y−P 〆 PB−Dk　26S　B−V ・R−Gr
41Y −V　tt畔 ＞　　98　P−Dk ’YR−Dk 　155 　R−DI ！巳 G−DH　212 　Y−P 〆 P−Dk 　 259 　B

−V ’YR −Gr
q2　Y−V ’YR −V 　 99 　P−D区

’Y −Dk 　 156 　R−Dl ．B −Ok　 213　Y−P 〆 RP−Dk　270　B−V ・Y−Gr
43Y −V〆GY−V　IQQ　P−Dk ，GY −Dk　151　R−D レ PB −Dk 　214 　G

−P　
’R−Dk　 271　B

−
〉 ’ GV−Gr

44Y −V 〆 BG−＞　101　P−Dk ’G−Dk　 I58　R−DI’P−Dk　 215　G−P ’YR−Dk 　27 ！　B
−V ・G −Gr

45Y −V 、PB −V　ID2　P−Dk ・BG −Dk　I59 　R−DI 〆 冊
一Dk　216　G−P ’Y−DH　 273　B−V ・「巳G−Gr

46Y −V’RP−V　103　P−Dk ・B−DL　 160　Y−Dげ R−Dk　 217　G−P　r　GY−Dk 　274 　B
−V 〆PB −Gr

41G −〉 ・R −V 　 104　P−Dk ，PB−Dk　161　Y−DI ’ YR−Dk 　218　G−P 「’BG−Dk　275 　B−V ’P −Gr
4S　G −V ・YR −V 　105 　P−Dk 　rt　RP −DH 　 162　Y −DI厂GY −Dk 　219 　G

−P 「」B−Dk 　 216 　B
−V ・「即 一Gr

49G −V ・Y−V　 ID6　R−B ’YR−P　　163　Y−DI〆 G−Dk　 220　G−P 「」PB−Dk 　217 　P
−V　tt　R−Gr

50G −〉 ’GY −＞ 　1D7　R−B ／Yギ 　　　1fi4　Y−DI〆BG−Dk　221　G−P ・P−Dk　 218　P−V 〆 YR−Gr
51G −V ・BG −＞　1DS　R−B ・GY−P　　165 　Y−DI ／ B−Dk 　 222 　G

−P ・」RP−Dk 　219 　P
−V ’Y−Gr

52G −V ・PB・＞　109　re8 ’G−P　　 166　Y−D レ PB −Dk 　22 ］　B −P 〆 R−Dk 　 280　P−V 厂GV −Gr
53G −〉 ’RP −＞　11DR −E 〆BG −P 　　16ア Y−DI’」P−Dk　 224　B

−Ptt　YR−DH　2Bl　P−VrG −Gr
sA　B−V ！ R−V　　111R −B　tt　B−P　　 IS8　Y−D レ RP −Dk 　22S 　臼一P ／ Y−Dk 　 282 　P

−V ’「BG −Gr
55B −〉 ！YR −V　112R −B 、・PB −P　　169 　G−D 卩 R −Dk 　 226 　日一P 〆 GY −Dk 　283 　P−V ！ B−Gr
56B −V．・Y−V　　113R

−B 〆 P
−P 　　　17G 　G

−DI ！ TR −Dk 　22 フ　B
−Ptt　G−Dk　 284　P

−Vtt　PB−Gr
51B −V　

’
GY−V　114R −B ・RP −P　　1ア1　G −DI ！Y −Dk 　 228 　日一P 〆 BG −Dk 　2Ss 　P

−
〉
・「RP−Gr

度
・
高 彩度 同士、低明度

・中彩度同士の 配色で ある。

類似 トーン配色は、BrightlPate、　 DullfDark、これ ら2

種の配 色を選んだ 。 こ の う ち 前者は 、高明度 ・高彩

度／高明度 ・中彩度の配色であ り、先の同
一色相配

色実験
1D ♪

における 7種 ト
ー

ン配色中最も 「調相」結 果

が良 か っ た こ とが選んだ理由であり、後者は、前者

と比較的対照 といえ、中 明度
・
中彩度／低明度 ・中

彩度の配色である 。 また、対照 ト
ー

ン配色は、Patθf

Dark．　 Vivid／Grayish 、こ の 2 種の 配色を選んだ。前者

は、明度差が大 で 彩度 が近似の ト
ーン 組 合ぜ と し て 、

一
方後者は 、彩度差が大 で 明度が近似 の トーン組合せ

として選ん だ。 なお、この配色は先の同
一
色相配色実

験
瑚

に お い て 、「調和」をは じめ すべ ての尺度 にお い

て、7種配色中最も低い評価で あ っ た。

　上述 の 2色のカ
ー

ドを、左右に接 して 配置 したが、

まとめると次に示すような ト
ー

ン配色 となる。

同
一

ト
ー

ン 配色 ：Paie ！Pa ノθ （PIP ）、Vivid！Vivid（V1

．＝ 一 ］292 ［＝
． ．

二＝ 1
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　　　　　　　　V）　，Da厂k1Dark（DPciDk）

類似 卜一ン配色 ： BrightlPa／e （BIP），Dut〃Dark（DUDk ）

対照 卜一ン配色 ：Pate／Da厂k （PIDk），Vivid！Grayish

　　　　　　　　（VfG厂）

　配色数は、同
一

ト
ー

ン 配色 は各35 配色、類似 トー

ン配色は各 45 配 色、対照 トー
ン配色は 各45 配色、

合計で 285 配色で ある。

　使 用 した 単色 カ
ー

ドの 三 属性 （色相、明度、彩度、

略記号 HV ！C ）を測色器 NR − 3000 （日本電色株式 会

社製）で測色 した、その結果を表2に示す。

　配色カ
ー

ドは、各4cm 四 方と し、灰色台紙 （N6 ，6、

縦 12cm 、横 16cm ）の 中央上に、左右 を接 して配置

した 。 また、単色カ
ー

ド（配色カ
ー

ドに使用した 50色）

も 同 じ大きさとし 、 同様の 灰色 台紙 （縦 ・横 とも

12cm ）の中央上にセ ッ トした。

表2　使用色票の表示と測色値

h ⊃ Hue 　 系 統 色 　 HV ／C 　　   　 Hoe 　 乘 絖色 　 　HV ／ C

　 −T  e　 名略号　　 　　　　　　　　 　　一Tene　 名略号

ゴージ ャ ス ーシ ン プル、好きな一嫌いな、調和一
不

調和の6 尺度であり、単色実験で は、調和一
不調和を

除いた5尺度 とした。

1　 胛

2　 YR＿P3
　 Y＿F4
　 6Y−P5
　 cr6

　 脚

7　 Bギ

8　 PB＿Pg
　 P−PlD
　 甲一Pll
　 R−V12
　 YR＿V13
　 Y−V14
　Gγ一V15
　G−V16
　 BG−V1

ア　 B−》
IS　 PBV19

　 P−V20
　 FP−V21
　 R−Dk22
　 YR−Dk23
　 Y＿Dk2q
　餠 一脈

25　G．Dlt

plR 　　　5．4R　8．O ／ 4、6　　26　　BS−Ck
vp−rY　　 B．3YR　8．4　／　3．4　 2ア　　B−Dk
pl刃 Y　　B．9Y　8．9 ／ 4．3　　28　　PB−Dk
pI−YG　　　4．5GY　8．7　／　4．3　　29　　p−Dk
pl弓 　　　6．8G　8，5 ／ 4．4　　30　　me−Dk
lt．BG　　3．4BG　8．2　／　5．2　31　　ma
pl−gB　　4，9B　8，0 ／ 4．1　　32　 Y弔

pl認 　　@9．4 田8． 0 ／3．B 　33 　 c

pl 霜　　　O．7 即　8．2　〆　3．8　　34　　

卩1．RP 　　4．6RP　7．8　／　5』 3　35　　

｢ ＞v唄　　　4r6R　 4r3〆1374 　36 　

冊1vv − rY　　　フ．フYR　7，0／　13．5　3ア　　

|01v 》− Y　　　　5．5Y　8．3　／　13．8　　38
　　
 Ivv −YG　　　3．9GY 　7，4　／　12．2 　

　　凹Iv 》G　　　　4，フG　5．9　／　12 ．2　 4

@　POlvv一目G 　　9 ． 1B65．O／12 ．4　4
@　R −GrVVS 臼　　6rOB　4P5 　／　8．8　　4
@　YR−Grvv −pe　　　5，9PB　4 ．3〆　12．3

43 　 　Y− GrvvP 　 　　6r2P 　3，8／　11，0

44　　GY− Grvv −RP　　　4．4RP　4，5 ノ
　
】3

6　45 　　G−Grdk荊　　　　5．7R 　3，2 　／　4，

@　46　　SG−Grdk − YR　　3． 5YR　3．5〆

4．2　47　　S− Grdk −Y　　　4．7Y　3．9〆　

D3　　48　　PB− Grdk −YG　　 3．1GY　3 ，

^　4，5　49　　P−Grdk ．G　　　2．93 　 3

6
／

　

5
．
0

　

　
50

　

　

解

℃

r

輔

皹

岬

癬

層

呷旙酬柵岬醐噸酬耐“咽醐戚師酬
5．8BG　3齟6　／　

D47 鹽5B　ヨ齟3　／　
茶ﾂ5鹽6PE　3．D　
　7．35 ．7P　3．D　
　7．16 ．2me　3．D
／　5．75 鹽OR　5鹽
@〆　11．65 ．3Y
S．4　 ／　8 ．4

D6G　6．2〆1D．56
1B5．7〆9．17 ．ア
@5，6 　〆　10鹽ア 4

8R　5，1　〆　6．9
D5Y　6．O　／　6鹽7
，5G　4，9　〆　6．4
，9B　4，ε　／　5．6
，4P　3，6　〆　6．5
D9R　4．7　〆　2．6
，DYR　4，ア　／　2
46 ．DY　5．0　〆
2．83 ．跚　5，3／　
D13 ．論　5 ．5　
　1．δ 3．3BG　5．O
　2．21 ．4B　5．2
1r75 ．1PB　5．3

／ 　1． 86 ． 3P 　5 ．5 　 ／ 　 2 ．59 ．舗 P 　 4 ，

@ ／　2．2 注）Hue−Tone はトレ ーニ

グカラ ー120

記号を示す。 　系統色 名略号は 、
JISZ8102 の付

図より

2 ． 2SD 尺 度 　実験に用いたSD 尺度 は、先行

究9 ）．10｝「15 ｝の因子 分析結果を参 考 にして、「

手な 」（活動性因子：A ） 、 「 好 き な 」 、「調和

（価値因子： E）、「緊 張した」（鋭さ 因子：S ）の 4 尺

を選び、更にフ ァッショ ン関 係で よ
く使わ

れる「ゴー

ャス」（ A ）と 、

A 、

E 、 S のいずれに も属 さ
ない

立した尺度「ス ポ
ーテ ィ」 15 ）を加え、合 計6 尺

とした 。注3即ち、配色実験

は、 派 手 な一地 味 な、スポーティーエレガン ト

緊張した一 ゆるんだ 、 2 ．3実 験 条 件およ び被 験 者

　実験は、北空 昼
光の下、即ち人工

照
明を用いず、

ﾀ 験室内の実験台 上に、色カードを貼った刺激を並べ

被 験 者に

色カードを先に、配色カードをそ の後で提 示し、

団で実 施した。所要時間は 、午前中の約1 時 間であ

た。 　 配色数が285配色 と多いため、全配色カ ー ドを

ン ダムに2分し
、

被験者をA、 B2 群に分け、配色カ
ー

は 、A 群143 配色、　B群142 配色と、
半

数 ず つ使用
し

た。

た、 単色カード は 、 10 色相 のP ， V， 　Dk トーン、

ｻ
して R，Y ，G ，B，P色相 のB ，Di 卜 一ン の合計

40
カ

ドは A 群、B 群共通であり、 それに加 え、 　 A 群には 、 （ シ ト

ーンのRIY ，GIB ，P 、そして B 群 には、　G厂 卜

ン の

YR ， GY ，BG ， PB ，RP の 各 5 色相を 加え た。

上の様

、 A 、 B 群とも45 箇の単色カー ドにつ いても実

を行っ
た。

　調査は、 SD 法により、各尺度につき

i 階評価と した。

被験者 は、短大

活科 学科女 子学生（年齢 19 歳か ら20 歳）注4

あり、A、　 B2 群 に分けた被験者数は各 群 23

計 46 名であ る 。

． 4 処理方法 　上述の通り A 、B2 群に分けて実 施 し た

、両群 の 結果が同 質かを調べ る 為、両群に 共通な

ードにつ い て t検定を行った。 　この、 A、　B2 群

共 通な 40 箇 の 単色 カ ー ドにつき、 尺 度 ことに 、 両

間でt 検定を行った 結果、 200 回 （40 色× 5 尺度）

検定 中、5 回で両群の 差が 50 ／ o 水準 で有意と

っ た。ここ で、 2 群が同質であるとし ても、 有

水準50 ／o から考え ると、200 回中5回の棄却回 数

は決して不 自然 ではない。 した が っ て 、2 群が異質 で

あると は言いえない
ものと考えた。そ

こ
で両群を

同

ｿ とみなして、A 、　B 合併のデータで分析を進めた。

　各SD 尺度を 7 段階評定したものの平均値を求め

尺度ことに 、単色カード を含め た全
カ

ー ドのデ

タ の 平均値を O

標準 偏 差を1 とす る標 準得点 に 変換した 。 　次に

尺度こ
と
に標 準 得 点 の 順 位 を と り 、 尺 度 こ との 配色 の 良 否 を 色
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　また 、単色カードの HVICの 測 色値か ら、各配色カ

ードの 2色の色相差∠ H、明度差∠ 〉、彩度差∠ Cを求

め 、尺 度 こ とに zt　H 、∠ V、∠ Cの 効果を検討 した 。

色相は 、有彩色全体 を 100 分割 し
16 ）

、色相差AH を、

0 〜50 ま で と した。

　つ ぎに、2色配色を 2 種の 単色 の 複 合刺激 と考え 、

調和以 外の各 5尺度 に つ いて 、大I！l
］3）

に従い 、異色

相配色の標準得点に、次の 多重回帰式を適用 した。
湎

　 　 　 　Y ＝ AXh 　 十 　 BXI　 十 　 C

　こ こ で 、Y ：2色配色 に対する評定 実測値 （以下実

　　　　　　 測値と呼ぶ）

　Xh ：配色を構成する2色のうち、高位の単色の 実測値

　XI ： 配色を構成する2色のうち、低位の単色の実測値

　この 回帰式は、単色の効果 が合成される際に、高

位 の 単 色と低位の単色で は効果 の重みが異なるとい

う仮足に基づき 、そ れらの重み （回帰係数 ）を尺度 こ

とに多重回帰で求めるもの である 。 つ ぎに 、得 られ

た回帰係数A 、B を用い て 、回帰式か ら求めた値を予

測値と し、配色 実測値との差を、単色の効果に還元

できない 配色効果と した。

　更 に 、実際の使用目的にあ っ た配色例 を示 した 。

3 ．結果および考察

3．1 実測値各尺度間の相関

　全 配色 の 各尺 度 に つ い て 、2 実測値 間 にお ける

Pearsonの相関係数を求め、表 3相関係数に示す。

　表 3よ り、「調和」と「好きな」の 間には、強い 正の

相関 （0 ．83 ）があり、また、「派手な」と 「スポー
ティ 」

の 間、「緊張 した」と「ゴ
ー

ジ ャ ス」の間にも、それぞ

れ相 関 （0．71 、O．69 ）がみ られた 。 「調和」と「好き

な」の両者とも、「緊張 した」や 「ゴ
ージ ャ ス」と の 間

に、中程度か ら弱い 負の相関 （
− 0．48 〜− 0、36 ）が

見 られた ことは、注 目すべ き点である 。

　先 の 同
一

色相の実験結果
le ）

では、「調和」と 「好き な」

間に強い相関（088 ）がみ られ、今回もほぼ同 じ結果

で あ っ た。しか し、同
一

色相配色では、「調和」と 「好

表3 相 関係数

　 　 　 　 脈 　； 　ス・一ティ　 　 しニ コ
ー

ノ ヤス 　 子　3
派 手な　　　　　1
スホ
：一

ティ　　　＊ ＊O．71　　　　　1
緊 張した　 榊

一〇．26　 ＊ ＊−0．17　 　 　 1
⊇
一シ ャλ　　　　＊O．14　 ＊＊−0．20　　＊＊0．69　　　　　 1

好 きな　　　 ＊＊O．59 　 半＊0、60　 ＊ ＊−048 　 ＊ ＊−O．37　　　 　 1

調 和 　 　 ＊＊0．29 　 ＊＊O，31　＊＊
−036 　＊＊

−O．36 　 ＊ ＊0，83 1

きな」は 、「ゴージ ャ ス 」と の 間 に の み 弱 い 負の 相関

（
− 030 〜− O．28 ）があ っ た点や、「派手な」と 「ス ポ

ーティ 」間、「緊張 した」と 「ゴージ ャ ス」間 は
唱卜
弱 い

”
正

の相関 （それぞれ0、32 、0．35 ）がみ られた点が N 今

回の実験結果とやや異なる 。

3．2 各尺度実測値 の結果

3．2 ．1 単色カードの結果

　ま ず使用した単色カ
ー

ドの結果に関 して、「派手な」

「スポー
テ ィ」「緊張 した」「ゴ

ー
ジ ャ ス」「好きな」の 5

尺度 につ い て 色相別、トーン別に 図 1、図 2 に 示す。

　色 相別にみ ると、B （青）は 「好きな」尺度で 評価が

高か っ た 。

一方、P （紫）・RP （赤紫 ）・R （赤）は 「ス

ポ
ー

ティ 」尺度で、また PB （青紫）・B （青）は 「ゴ
ー

ジ

ャス 」尺度でいずれも評価が低 くな っ た 。

1

晒
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　　辱 葱 癌 囃 ・た ・ ト 漏 好きな
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・ 蜊

図 1　単色 の 各尺度と配色の 調和実測値 に おける 色

　　 相の 効果
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注
・
相関 係数が 1％ 水準で有意 （＊ ＊〕、5％ 水準で 有意 〔＊）
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図2　単色の各尺度実測値に おける トーン の 効果
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　次に単色カ
ー

ドの結果 を ト
ー

ン 別 にみる と、Vト
ー

ン は5 尺度全てで評価が高く、Grトーンは対照的に全

尺度で 低い 。 P トーン は 、「好き な」で 評価が 高 く、

「緊張 した」や 「ゴ
ー

ジ ャ ス」で 低く、尺度 による評価

の差が著 しい。B トーン は、「好きな1と「派手な」で 評

価が高い 。Dk トーン は 、「緊張 した」で 評価が高く、

「派手な」と「スポー
ティ 」で低い 。 Dノト

ー
ンは、「派手

な」と 「スポー
テ ィ 」で 低い 。単色 で は、色相よ りも ト

ーン別で、色彩感情5尺度の差が顕著とな っ た 。

3．2．2 配色中の色相とト
ー

ン の効果

　 6尺度実測値の 、全配色中の 上位 ・下位各 100／o （即

ち 1〜29 位 ま で ）の 29 配色 に つ い て 、各 々 の 特徴 を

構成単色の色相とト
ー

ン配色の観点か ら以下にまとめ

た 。 10 色相 （R 、YR ，
Y

，GY ，G ，
BG

，
B

，
PB ，P，RP ）x7 ト

ー
ン

配色 （P／P，　V／V，　Dk ／Dk ，　B／P，　Di／Dk ，　PfDk ，　VfGr）につ い て 、

構成単色の色相別、 ト
ー

ン配色別に調べ 、色相で は

29 配色中7配色以上、 卜
一

ン配色で は 5配色以上の

ものを下 記に示す。（カ ッ コ 内の数字は、配色 カ
ー

ド

数である。）

1，派手な ：色相 は Y （12 ）、R （9 ）、　 G （8 ）を含む もの

　 （以下 同様）が多 く、 トー
ン配 色は W レ（25 ）が

　 8396を占め 、残 D は全 て BIP（5）とな っ た。

　 地味な ： 色相は Y （13 ）、R （9 ）、　 G （7 ）が多く、

　 ト
ー

ン配色は Dk／Dk （23 ）が 770／oを占め、残りは

　 全 て Dl／Dk （7）とな っ た。

　 当尺度は 、色相、ト
ー

ン配色とも最も特徴的な尺

　 度であ っ た 。

2．ス ポーテ ィ ：色相は B （16）、Y （］O）、　 G （10）、

　 GY （7）が多く、トーン配色は BIF） （13 ）、　 VA／（12 ）

　 が多か っ た 。

　 エ レガン ト ：色相 は P （12 ）、R （11 ）、　 RP （11 ）、

　 Y （10）が多く、トーン配色は Dk／Dk （15）、　 Dt／Dk

　 （12 ）が多か っ た 。

3．緊張 した ：色相は R （13）、P （13）、　 Y （7）、　 G （7）

　 が多く、ト
ー

ン配色 は V／V （19）、Dk／Ok （9）が多

　 か っ た。

　 ゆるんだ ：色相はY （11 ）、G （8 ）、　 P （8 ）、　 R （7 ）

　 が多 く、 ト
ー

ン 配色 は 尸／P （29 ）が 940／o を占め 、

　 他は BIP（2）の み で あ っ た。

4．ゴージ ャ ス ：色相は R （15）、P （10）、　 Y （7）、　 G

　 （7 ）、RP （7 ）が多 く、 トー
ン配 色は レ7レ（2 ］）、

　 VIGr（5）となっ た 。

　 シ ン プル ：色相はB （13）、P （9）、　 Y （8）、　 G （8）、

　 PB （8）、　 R （7）とな り、ト
ー

ン 配色 で は PfP（29 ）

　 が830／oを占めた 。

5，好きな ：色相はB （12 ）、Y （11 ）、　 PB （9）、　 G （7 ）

　 が多 く、トーン 配色は PIP（12）、　 B／P （10）、　 VN

　 （6）とな っ た。

　 嫌い な ：色相は R （13 ）、P （12 ）、　 RP （8 ）、　 Y （7 ）

　 が多 く、 ト
ー

ン配色 は Dk／Dk （10 ）、　 V／Gr （10）、

　 Dt／Dk （7）とな っ た。

6、調和 ：色相はY （10 ）、B （10 ）、　 BG （10 ）とな り、

　 ト
ー

ン 配色は PfP（13）、　 BIP（7）、卿 （6）とな っ

　 た。

　 不調和 ：色相は R （16 ）、Y （7 ）、　 B （7 ）、　 P （7 ）と

　 な り、 ト
ー

ン 配色 は V／Gr （14 ）、　 P／Dk （9 ）とな っ

　 た。

　全体をみると、色相に関 し、Y （黄）は 6対の形容 詞

全て に お い て 登 場す る 唯
一

の 色 相 で あ っ た 。 明 度 、

彩度の 違 い によ り、最も多様な色彩感情を表す色相

と して注 目でき よう 。 ト
ー

ン配色において は、PIPは

「ゆ るんだ」と 「シ ン プル」にお い て 、 V／Vは 「派手な」

において、各尺度の 8割以上を占め 、 これらは特徴的

な色彩感情を示すといえる。

　次に同
一色相実験結果

lo ）

と比較する 。同
一色相実

験で は同
一

トーン配色はなく、両実験結果は簡単に比

較出来な い が、今回の実験結果では、各尺度 とも同
一

ト
ー

ン 配色が ト
ー

ン 配色別の 多 くで第
一

位を占め た 。

類似 ・対照 トーン 配色 で は 、「ス ポーテ ィ 」の B／P、

「エ レガ ン ト」の DU ［）k、「好きな」の B／P、「嫌いな」の

V／G 厂、Dt／Dk 、「調和」の BIP 、「不調和」の VIGr、　 P／Dk 、

以上 の 組合せは同一色相配色実験結果と一致 した 。

32 ．3 色相差 、 卜
一

ン配色の効果

　次 に、6尺度実測値 におよぼす色相差、トーン 配色

の効果を図3、図4に示す。

　図 3よ り、色相差を5ず つ 区切ると、「調和」に つ い

て は、色相差 5，5〜15．0の場合で 評価が高く、25 ．6

以上 で低くな り、色相差が小さ い方が調和した。「好

き な」も ほ ぼ同様なカープとな っ た。他4 尺度は、「調

和」程、色相差による特徴はみ られな い 。

　図4よ りト
ー

ン 組合せ の効果を見る と、「調和」と

「好き な」は、P／Pで 最高、　 VIG厂で 最低とな り、両尺度

はほぼ同じ結果 とな っ た。また、「緊張 した」と 「ゴー

ジ ャ ス」、「派手な」と「スポー
テ ィ」も、概して似た傾

向であっ た 。

　今回の 「調和」の結果は、PfP、　 V／V ト
ー

ン配色 が、
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それぞれ第 1位、2位であ っ たが、異な るト
ー

ン の配

色で は、B／P ト
ー

ン 配色が最 もよか っ た。前 回実験 と

比較すると、同
一

色相配色 で は同
一

ト
ー

ン配色はあ り

えないの で、B／尸トT ン 配色が最もよか っ た前 回結果

と今回も同様で あ っ た。

　単色の ト
ーン別結果 と比較する と、同

一
ト
ー

ン配色

の P／P、wV 、θ脳 ワkは、単色の P，　V，［）k ト
ー

ン とほぼ同

じ結果 であ っ た 。類 似 ト
ー

ン 配色 の B／Pと Dl／Dk は、

単色の トーン の ほぼ中間の値をとる結果とな っ た。

一

方 対照 ト
ー

ン 配色 に つ い て は、単 色 で は P ト
ー

ン の

「好きな」、Dk ト
ー

ン の 「緊張 した」は評価がよか っ た

が、配色の P／Dkではす べ ての評価がやや低 くな っ た 。

レ
’IGrをみ ると、単色 で は、　 V卜一ン が 5 尺度 す べ て で

評価が よく、Gr トーン はすべ て評価が低か っ たが、

Vi／Grで は 「緊張した」と 「ゴージ ャ ス」で は評価が高く、

「好ぎ な」と 「調和」は 評価が低くな っ た 。よ っ て 、単

色の ト
ー

ンか ら、配色の色彩感情 は、同
一

ト
ー

ンにつ

い て はほぼ、類似トーン配色で はある程度推測できよ

う。

　全配色を 2色配色の色相差 に着 目し、zd 　H小 （15以

下）、zl　H　4i（］5 を こ え 35 まで ）、　 zd 　H大 （35 を こ え

50 ま で ）の 3 つ に分けた 。 そして 、トーン 組合ぜ （7

種）、色相差 （∠ H小中大の 3段階）の 2要因 で分散分

析 を行 っ た結果 で は、トーン 配色別 の 主効 果 は 、派

手な、ス ポーティN 緊張 した、ゴージ ャ ス、好きな、

調和の 6 尺度す べ てで有意 （尸 （6 ，264 ）＝246 ．521

36 ．44 ；28475 ；57 、81148 、83 ；34 ．88 ），ρ〈

0、001 ）、色相差別の主効果は、緊張した、ゴージ ャ

ス 、好 き な 、調 和 の 4 尺 度 で 有 意 （F （2264 ）

＝ 8．43 ；6．00 ；27 ．34 ；8497 ，ρく 0．001 ）で あ り、

交互作用は 6尺度の い ずれにおい ても有意ではなか っ

た。
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3 ．3 「調和」実測値の分析

　こ こでは、「調和」実測値の結果に つ いて述 べ 、さ

らに分析 して従来の研究結果 と比較する 。

　まず色相差に着目して 、全 配色 を ∠ H 小 、∠ H 中、

z］・H 大の 3 つ に分けた 。 次に、各配色の明度差を ∠

V ≧ 0となるよ うに単色間の差 を求 めた とき、彩度差

を∠ C ≧ 0 と ∠ C 〈 0 （高明度構成色の彩度の高低）に

二 分 し、「調租」尺度の ∠ H ：小 ・中 ・大に つ い て それ

ぞれ 、図5 （a，b，c）のよ うに ∠Cを横軸に ∠ Vを縦軸に

し た平面上 に示した 。こ こ で は 、尺 度の上位200／o 、

下位200／o ま での配色 （実際は同位の 配色が あるため

「調和」の場合は、上位 61 配色、下位60 配色）にそれ

ぞれ● 、× 印を、その他の配色 には △ 印をつ けた。

　この図 5 （ab ，c ）よ り、∠ H小 → ∠ H中 → ∠ H大 とな

るに つ れて、「調 和」する配色数 （●）は 、36 → 19 →

6 と減り、「不調和」となる配色数 （x ）は、5 →24 →

31 と増えた 。 ∠ Hが大きくなると、∠ Cや AV は小さ

くな い と調和が得 にくい こ とが示された 。

　今回、紙面の 関係で 図は略 した が、● 、△ 、x の

数 は、「ゴージャ ス」の場合は、「調和」と、∠ H ：小

中大 で 逆の傾向 で あ っ た 。

　こ こ で 、森 ら
3 〕

の 「配色 選定 図 （1）∠ v − ∠ C面 」、

「配色選定図 （2 ）．d　H − ∠ V面 」と、本実験 結果の 図 5

（a ，b，c ）を比較すると、両者の結果は異な っ た。本実

験結果によると、∠ Hの小中大 が調和に大きく影響し

たの で、異色相配色の場合は色相差を考えないで 「選

定 図 （1）∠ V − ∠ C面」だけを 取り上げる こ とは難 し

い と思えた し、本実験結果で は森 らの選定図 （D の

良調和域で ある ∠ V＞ 2，5、∠ C〈 2の範囲 とはむしろ

逆 で、調和 上位の 85 ％ の 配色は ∠ V ≦ 25 で あ っ た。

また、森らの 「選定図（2 ）∠ H− ∠ V面」の良調和域 は 、

∠ H小の 場合 ∠dVは 3．5以上、∠ Hが中大の場合∠ Vは

4．2以上 と読み取れ、あま り∠ Hの差は調和の 評価に

影響な く、∠ Vが大 きい方がよい調和が得られるこ と

になる 。 しか し、本実験では 、ば らつ き は大き いが

「調和 （● ）」は平均する と∠ H小で ∠ V＝ 1．49 、∠ H 中

で ∠ Vニ1，11、∠」H大で ∠ V；1．15 となり、選定図 （2）

とは大き く違い 、よい調和 を得たのは ∠ Hが小の場合

の方であ り、このとき ∠Vは ∠ H中大の ときよ り大き

か っ た。

　∠ H小の 場合は、同
一

色相間配色 に関する前研究
1m

と同様 、∠ C 〈 0 の 第 2 象限 で 第 1象限 より、よ い 調

和が得 られている点は森 らの選定図と合致する。ま

た前研究
10 ＞

で 論 じた ∠」Vが 1、1〜3 ．0 、∠ C が一8 ．0

〜− 2 ．1L ま た は 2 ．］〜8 ．0 の 調 和域 と比較 する と、

AH が小の場合はその範囲で比較的よい調和が多く得

られ て いるが、AV 、∠ Cがそれよ り小さ い 領域で も

よ い 調和が得られ、∠ Hが中、大の場合はさ らにその

傾向が強い 。 調和域は色相差に応じて 変化する こ と

が示された。

　また、細野
5〕
にも 「同

一
色相や類似色相の配色は評

価が よく、・・
」とある 。 また、金 ら

8）
は、色相差が小

さ く、 ト
ー

ン差が小さい配色
・
大き い 配 色は 調和 し、

色相差が大き く、ト
ー

ン 差が小さい配色
・
大き い配

色 は不調和で あるとい う 。 色相差が調和に 大き く係

る点が今回の実験結果 と
一致 した 。

　図4、5よ り、∠ H小とい っ ても、Pa／e／F）

ateで調和

が良 く、Dark／Darkで調和値が低い ことか ら、∠ H 小

か つ 、高明度同士の配色の場合調和する、とい えよ

う。

　次 に、色相の 自然連鎖の とお り明暗がほ ど こ され

た配色が調和と判断され やすいという「な じみの 原理」
17 ｝

が成立 して い るかどうか を、本実 験の類似色相配

色 にお い て確 か め た 。こ こ で は 、∠ Hが 15 ま で を類

似色相配色 と考 え、調和上 位61 配 色 （全体の 2096 ）

に つ い て調べ た結果、調和上位に占める類 似色相配

色の 割合は、59 ％ （36 配色）で あ り、その 内、「な じ

みの原理」（ナチ ュ ラル八
一

モ ニ ー）、即ち、色相環に

おい て黄の色相に近い方の色 を明度 が高 く、青紫に

近い 方の色が低い 明度の 配色 にな っ て いるのは 7596

（27 配色）、その逆である コ ン プレ ッ クス ハ ーモ ニ
ー

とな っ て い る の は 2296 （8配色）、明度差なしが 1配

色で あ っ た。

　 以上か ら、調和上位の類似色相配色は、「な じみの

原理」がほぼ成 り立 っ て い たが、す べ てではなか っ た。

また、全 285 配色中、「調和」の上位 第 1〜7位まで

は類似色相配色であ り、第 1〜5位と第7位は、「な じ

みの原理」に該 当する配色であ っ た 。

　 因み に 、調和下位 60 配色 （全体の 200fO）に占める

類似色相配色は 5配色 （80／o ）、他は対照色相 （色相差

大）31 配色、中差色相 （色相差中）24 配色で あり、ま

た類似色相 5配色中、「な じみの原理」に該 当する配色

は 2配色であ っ た 。

　 次に、色相別に 「調和」の実測値をみる。標準得点

の平均値は図 1（前出）に単色の感情評価と と も に 示 し

て あ る が、基 本 色 （R ，Y ，G ，B ，P）は 、中 間 5 色

（YR ，GY ，BG ，BP ，RP ）と の 配 色 、 中 間 色

（YR，GY ，BG ，BP，RP ）は、基本5色との 配色の 結果を用
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「

い構成単色の色相別 に図示 した 。 RとYR はマ イナ ス 値

とな D 、他は プ ラ ス 値をとり、Yとの配色は最高値と

な っ た。全色相中、Yは どの ト
ー

ン にお い て も明度 値

が最も高い の で 、Yとの配色は 「な じみの原理」が成り

立ちやすく、そ の ため調和が得 やすいと思える 。 また

「調和」の結果を同 じ図 1中の単色の 「好きな」尺度 の

結果 と比較すると、ほ ぼ似た傾向 をやや低 く 示 して

いるが、「好きな」で はプラスであ っ たR ，YR が 「調和」

は逆 にマ イナ スに、Y で は 「調和」の 方が 「好 きな」よ

りさ らに高くな っ て い る 。 こ の 点か ら、Yが他の色相

と調和しやすく、R ，　 YR は調和 しにくい色相であるこ

とがわかる 。

　同 一色相配色実験結果
lo

と 比較すると、　 Bを中心と

した寒色とG ，Yがプラスとな り、　 YR がマ イナ ス な の は

同じであるが、今回の異色相配色で は Rが マ イナ ス と

な D 、Rや YR との 異色相配色は 調和が得にくい といえ

る 。 近江
1E ！）

も、どの ような色 とも調和 しやす い 色と

して有彩色で は黄系、調和 しに くい 色と して赤系をあ

げ て いるが 、前 回と今回の結果 はほぼ同様にな っ た

といえる 。

3．4 単色効果の 合成 と配色効果

　285 配 色の 5 尺度 に つ き 、標準 得 点 を 用 い て 、

「2 ．4」に 示 した回帰式で 回帰分析を行 っ た。表4に異

色相配色の 、各尺度における回帰式の 回帰係tWAx　 B、

定数 C 、決定係数 R2を示す 。 太字は、　 A、　 B係数 のう

表4　回帰係数、決定係数

尺度 A B C R2

派手な

スポー
ティ

緊張した

ゴージヤス

好きな

0，51o

．550

．61054O

．20

0 ．500

，54

（］．30039O

．76

＋0．20　　　　0．89

＋0．24　　　　0．73

幽O．03　　　　　0．87

＋0．19　　　　0．7 

一
〇．36　　　　0．63

注： Y ＝ AXh 　＋ 　8 ）q ＋　C

ここでY ：2 色配 色の実測値（標準得点）

Xh ：配色を構成する2 色の うち、高位の 単色の 実測 直〔標準得点）

Xl：配 色を構成する2 色のうち、低位の 単色の 実測値〔標準得点）

A 、B ：回帰係数

C 二定数

RZ．決定係数

匚 一＝＝＝二：］298L

ち値の大き い方の 係数値を示す。

　こ の表 よ D 、決定係数は、「派手な」（089 ）、「緊

張 し た」（0 、87 ）の 2尺度 で 大き く、「好ぎ な」（0 ．63 ）

で 比較的小 さ か っ た 。決定係数は全般 に大き く（残差

は小さく）、回帰式の当て はま りはよ く、配色の評価

は単色の評価に大き く依存する こ と が 示 さ れ た 。た

だ し「好 きな」は 、回帰式で は説明できな い 残差が比

較的大き く、この ことは2色間の相互作用が配色効果

を生み出 して い る と い え る 。 構 成単 色 に 重 み 付 け を

しない で 、単純に構成単色の色彩感情の平均値で 2色

配色のそれ らの予測を試みたOulLuo、Woodcock 　＆

Wright19
〕

は好み以 外の尺度で は 予測値と実測値の間

で比較的高い相関 （O．47 〜O．79 ）を得たが、好み に

関する相関はぎわめて低か っ た（0．13 ）。この縉 果 は、

われわれの結果 と通ずる傾向である。

　回帰係数A、Bをみる と、「緊張 した」と 「ゴージ ャ

ス 」は Xh の回帰係 数 A の 方が大 き く、2色中 で 、よ D

「緊張 した」や 「ゴージ ャ ス」な単色 によ り配色全体の

印象が影響され やす い といえ る 。 他方 「好ぎ な」は 、

Xlの 回帰係数B が大き く、低位の 単色 が配色全体の評

価に影響する こ と 、即ち、嫌いな単色が含まれ ると、

配色全体が好 まれな くなる こ とを示す。また、「ス ポ

ーテ ィ 」と 「派手 な」は、回帰係数A とBがほぼ同 じで

あり、配色を構成する2色 がほぼ均等 に配色全体の 印

象に影響 していることを示した 。

　こ こ で 、前 回
．ω

と比較 すると 、「緊張 し た」や 「ゴ

ージ ャ ス」で Aが大き く、「好きな」で Bが大ぎか っ た

点は同 じであ っ た。しか し、「ス ポー
テ ィ 」と 「派手な」

に つ い て は、前 回の同
一色相間配色で は Bの方が大で

あ っ たが、今回の 異色相間配色では A と Bの 間 に差が

認め られな か っ た点 が異 な る 。回 帰 係数 の 結果 は 、

配色の 種類に よ っ て 若干変動するもの と推測さ れ、

今後 も検討が必要 で ある。

　次に 、各5尺度の回帰式か ら求めた値を予測値と し、

2色 配色の実淇1」値と比較 し、「実測値
一

予測値」（残差）

を、単色の効果に還元できない配色効果とし、5 尺度

に つ い て 残差 を求めた、全般的に残差は小さ く、回

帰式に従 っ た予測値がよ く当てはま ることを示して

いる
20 ＞

。

　また 5尺度残差と ト
ーン 配色の 関係を調べ ると、全

体的 に残 差は 小さ く、各 卜
一

ン 配色
・
各尺度 と も 平

均残差はほとん ど
一〇 2 〜0．2の 範囲に入る。構成す

る単色の 色彩感情の重み付け られた加算で 説明でき

ることを再び示 して い る 。試みに
一〇．2 〜O ．2の 範 囲

　 　　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　 　　 ■
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表 5　調和と他尺度上位各 20 ％ の配色との関係

　　　　調　 和
順位　配色　　　 トレ

ーニ ングカラ
ー

記　（HVC ）

好きな シン プル ス ポーティ ゆるんだ 派 手な 緊張 し貞 ゴージヤス エ レガン ト地 味な 嫌 いな

一 一
Y−V（5．6Y8．3　13β　　Y　−　　　 YR7．　 13．5 4 25 7

1　　　B−B　6，1B5．7　9，1）　　G−　　　　G82　5．2） 136 ア 52
424 　B−　　　　　　　4．1　 BG−P　3．4BG8．2　5．2 4119
551 　〔トV　4．7G　．　　　　　 BGトV　9．1BG5．0　12，4 12 3 39
6114 　R−B　　　　　　　 1．6　RP−P　4．6RP7．8　5．3 2

G−P　6，8G8．5　4．4　 BO−P　3．4BG8． 3127 439
726B −P　4．9　　　　4．1　　RPギ　4．6RP7．8　5．3 1127 1
935 一

　　　　　　．2　3．8　 RPヂ （4．6RP7， 1 6 4
1 ア　Y−P　8．9　　．　 4．3　 YR−P　8．3YR8．4　3．4 31 2
114 　G−P（6．8　　　　　．4　　Y−P　8，9Y8．9　4．3） 1636 2717

34　P−P　．7RP8．2　3．8　　　−　9，4PB8，　3．8 127 4
1 一V　4．7G5．9　122　　GY−V（3．9YG7．4　12．2） 1 27 25
1128 　G−B（4．6G6．2　1　．5）　BG・P（乱4B　　　　5．2 2036 2 39
158 　Y−P　8．9Y　，　　　　　　Y−P　4．5YG8．ア　4．3 54 2
1521 　 B−P（4．9B8．0　4．1）　Y−P（a9　　　　4．3 26 132539
1759 　B−V　6．　　，　　　　　　 −V　9，1BG5，0　12，4 1
1711 　　　　　　　　．3Y8．4　8．4）　GY−P（4，5Y　　　　　4．3 16 13 19
17184　B−Dl（6，9　　　　　　　　B｛）k　5．6PB3．0　7．3 2ア 30
2 一

　　．9B8，　 4．1　　GY−P　4．　　　　　 4，3 212 13
270 　P−V　　　　　　　11，　　RP−V　4．4RP4，5　13．6 57 2634 12 7

149　P−B（77P5．6　1　　　　　
−
　9．4PB8，　 3、8 23 4

2343 　Y−V　5．　　　　 1　　　　GY−V　3．9YG7．4　12．2 9 3 112
23120Y −B（5．3Y8．4　8．4）　B−P（4．　　．　 4，1 2147 22 46
23139B −B　6，1　　　　　　　　　　

−P　9．4PB8，　 3．8 17 1846
2 一Dl　3、5G4．9　6．4　BG｛〕k　5．8Ba3．6 42
276 　Y−P（8、9Y89　4．3　　R−P　　　　　　　4．6 12 13

一　 8，9Y8，94 ．3　 BG・P　3．4 3ア 27 19
一P　　．7RP8，2　3．8　 R−　　，　　　　 4．6 51 4

119　Y−B5．3Y8．4　8．4　　R−　　　　 5．1　6，9 636 24
360 　B−P　　　　　　　　．1　　PB−P　9．4PB8，0　3．8 16 3
301　　　

−
　7．7P5．6　10．7　RP−P　4．6R　　　　　， 4536

3311　　
−
　　．9Y8．9　4、3　RP−P　4，6RP7．8　5．3 56 2 39

123　Y−B5．3YB．4　8．4　 RP−P　4．6RP7．8　　， 12 26
345 　R−P5 ．4R8．0　4，6　　　−　4．6RP7．8　5．3 47 1
3 一

　6．呂G8．5　4．4　GY−P　4．　　　　　 4．3 261 319
3449 　G−V4．　　　　　　．　　　

−V　5．6Y8．3　13．8 3 22 1716 15
343 　R−P5．4R8，　　　　　　 −P　3．4BG8．2　5．2 3725 5332

・P6．8G8．544BG −Dk　 　　　　 ．4
7Y ・Dk　4．7Y3．94．3Y −　　 　 3．54 ．2 31114

411Y ・P8 ．9Y8．94 ．3P 巳
・P9，4PB8，　 、8 2614 34

412 　R−P5 ，　　　　　．　　　Y−P　4．5GY87　4．3 27 2
41127 　G−B4，6G6、2　10．5　GY−P　4，5GY8，　　， 45 26
4133 一

　　 P8．23．8B ・P4．9B8．04 ．1 9 34
4 ・口k7．5B3．35 ．5BO −Dk　　　 　 6，4 28 31

4623B −P4．9B ，　 ．1G ・P6 ．8G8．54 ．4 2311 3039
46118Y ・B5 ．3 一6．8G8．54 ．4 2642 5332
45 ・

　 　 Y8．3 看3．8BG ・V　9．1BG5，12．4 30 3 24
4624R ・P5 ．4R8． ・k6．2RP3，57 57 4

y−V5 ．6Y8．313．8P 卜V5．9PB4．3123 1 1116
517G −P6．8G8．54 ．4PB ・P　9． 454 11
5 一

　 4．6R4．313 ．4YR ・V　7．7YR7， 49 58
5115Y −B5．3Y8．4 ・　 　 　 　 4．6 51 3428
5136B −B6，　 、9．1GY ・P　4．5GY　8．74．3 135339
50161 　 −　 　 Y6，6．7YR −Dk　3，5YR3． 17

B・P49B8 ，4．1PB 　　　　　 3．8 152
56126　0−B　　，　　，2　1　．5　Y−P8．9Y8．9　4．3 31 46 56
5612 　G−P6．8e8．5　4．4　R−P　5．4R　． 442 13

12P −B ア．7P5．6　10．ア　R−P　5．4R8，　 4．6 43 45
56 一4．9B8．　 4．1　 BG｛）k　5．BB63．5　5．4 37

幽 一
3

注 ：表中の数字は調和上位20％の瓩 色の 各尺度における順位。
　 「シン プ ル 」「ゆるんだ」「エ レガント亅「地味な」「嫌い な」は、各 「ゴージャ ス 」「緊張 した」「ス ポーテ ィ」「派手 な」「好きな」尺 度を逆転 したもの。

から出る残差のみを抽出すると、「派手」では PIPがわ

ずか に正方向、Dk ／Dkが負方向 （地味）に、「ス ポーテ

ィ 」は Dk／Dkで 負方向 （エ レガン ト）に、「ゴージャ ス」

がPfPで負方向 （シンプル）に、　 PIDkで正方向 にわずか

に逸脱し、「緊張 した」「好きな」は該当す る トーン 配

色がなか っ た。ほ とん ど単色の 効果に還元され るこ

とを示 している 。

3．5 実用性へ の検討

　本研究は、調和
・
不調和 に限 らず、多方面的感情

評価にかかわ っ て い るが 、そ の 多面 的な 評価の 結果

を示すため、「調和」実測値の上位200／■の 61 配色を

上 位か ら順に縦罫にとり、横罫には該当する配色の

合計数が多い形容詞を順に並 べ 、各上位20 ％以内で

あ っ た配色の各色彩感情の評価順位を、表 5に示 した 。

匚 ＝ 一 ＝コ 299 ［＝＝＝＝＝＝：：二＝ ＝＝ 二二ニコ
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　こ の 表5 による と、「好 き」尺度が最も 「調和」と両

立 しやす く、「シ ン プル」「ス ポー
テ ィ 」「ゆるんだ」「派

手な」尺度がそれに続き 、「嫌い な」尺度 が最 も 「調和」

と両立しにくく、「地味な」「エ レガン ト」「ゴージ ャ ス」

「緊張した」がそれ に続くこ とがわ かる 。 こ の表を用

いて 、調和 して か つ ス ポーテ ィ な配色 、リラ ッ クス

（ゆるんだ）、ゴ
ー

ジ ャ スな配色、エ レ ガ ン トな配色な

どを選ぶこ とができる。

　全般に色相差は小さく、61配色中、色相差小 （zlH

が 15 以下）：36 配色 （すべ て基 本色相と 隣接中 間色

相 の配色）、色相差中 （∠」Hが 15を こえ 35 まで） ：

19配色、色相差大 （∠ Hが 35 を こ え 50 まで） ：6配

色であ っ た 。 第 1位か ら7位ま で はすべ て色相差小の

配色が占め 、7位 （同位）で 初 めて色相差中 の 配色 が、

そ して 第 ］5位 で 初めて色相差大の配色があらわ れ た。

　以下 に、調和がよ く、かつ 他尺度もよい 結果の配

色につ いて、配色を構成する単色 （上位 3位まで に入

る もの）と、トーン配色 （上位 20 ％ 以上 の も の ）別に 、

検討 した結果を示す。 （カ ッ コ 内はそれ らに該当する

結果を示す。）

1．先ず 、調和がよく好きな配色 （計 50 ）は、構成単

　 色は、Y−P （9）、　 B−P （8 ）、　 R一ρとG −PとBG −P （いず

　 れも7 ）、こ のよ うにP （ペ ー
ル ）トーン の 構成単色

　 が 多 く、 ト
ーン 配 色 は、P／P （23 ）、　 B／P （13 ）、

　 V／V（］1）と高明度
・中彩度同士、明清色同士の類

　 似 ト
ー

ン配色、中明度 ・高彩度同士の同
一 トーン

　 が殆どであっ た 。

2．調 和がよくシ ン プル な配色 （33 ）は、構成単色で

　 は B −P （10 ）、Y −P （8）、　 G 一ρと BG −P （と も に 7 ）、

　 1と 同 じ ように P ト
ー

ン を含むY からBの 色相が多 く、

　 トーン 配色は高明度
・
中彩度同士の同一 トーン配

　 色 で ある P／P （24 ）が多く、晩 ／は 0で あ っ た。

3 ，調和が よ くス ポー
テ ィ な配色 （32 ）は、構 成単色

　 では、B−P （7）、　 BG −P （6）、　 Y−VとGY −PとG −P （い

　 ずれも 5 ）、こ の よ う に Y、B、　 G の 色相が多く、ト

　 ーン配色 で は、P／P （10 ）、　 BfP（10 ）、　 V／V （9＞と、

　 高明度
・中彩度同士、中明度 ・高彩度同士の 同

一

　 トーンそ して 、明清色 同士の類似 ト
ー

ン配色 が多

　 く、1と ほ ぼ同様で あ っ た 。

4．調 和がよ くゆるんだ （リラ ッ ク ス した ）感 じの 配色

　 （31 ）は、構成単色では R−PとY −P （ともに8）、G −P

　 と B−P （ともに 7）で あ り、ト
ー

ン配色は P トーン を

　 含んだ同
一 ・

類似 ト
ーン 配色の 創P （24 ）とBIP （7）

　 の 2種だけ で あ り、Vや Dk トーン を含むものは 0で

［一 ．．　　　 ．　　 一．

　　 　　　 　 あ っ た。

　　　　　5，調和がよく派手な配色（24 ）は、構成単色では Y−V

　　　　　　 とY−B （ともに 5）、BG 一ρ（4 ）が半数を占め、 ト
ー

　　　　　　 ン 配 色で は、B／P （12）、　 V／V （9）とい う明清色の

　　　　　　類似 ト
ーン 、そ して 中明度

・
高彩度の 同

一 トーン

　　　　　　配色が多 く、P／P （3）は 少 な く、　 Dkを含むものは 0

　　 　　　 　 で あ っ た。

　　　　　6．調和 がよ く緊張 した配色 （9）は 、構 成単色で は、

　　　　　　 Y−V （3）、BG −Dk （2）が多く、ト
ー

ン 配色では、中

　　　　　　 明度 ・高彩度の 同
一

ト
ー

ン 配色 で あ る W レ（5）が多

　　　　　　 く、P／P は0であ っ た 。

　　　　　7．調和がよ くゴージ ャ ス な配色 （7）は、構成単 色で

　　　　　　 は 、Y−V（3）、　 YR −V （2）などの暖色系純色が多く、

　　　　　　 ト
ー

ン 配色 では、6 と 同様に、中 明度
・
高彩 度 の

　　　　　　 同
一

ト
ー

ン 配 色で ある V／V （5）が多 く、P／Pは 0 で

　　　　　　 あ っ た 。

　　　　　8．調和がよ くエ レガ ン トな配色 （6）は、構成単色は

　　　　　　 YR −Dk （2）ほかの暖色系が多く、トーン配色は中

　　　　　　明度
・
中彩 度と低明度 ・中彩度の類似 ト

ー
ン配色

　　　　　　 である DU［）k （2）他がはい っ た。

　　　　　 9，調 和がよ く地昧な配色 （3）は、構成単色はYR −Dk

　　　　　　 （2）他殆ど Dk ト
ー

ンの色で あ り 、 ト
ー

ン 配 色 は 、

　　　　　　 0雁 ）k （2）、D1／［）k （1）で、すべ て Dk 卜
一

ン との配

　　 　　　 　 色であ っ た。

　　　　　 ］0．調和がよく嫌いな配色は、］例に過ぎな い が、構

　　　　　　　成 単色は 、YR −Dk と Y −Dk の 暖色系低明度色で 、

　　　　　　　 トーン配色は低明度
・中彩度同士の Dk／

tDk で同
一

　　　　　　　 ト
ーン配色で あ っ た。

　　　　　　さ らに こ の表か ら、配色 の 実用上注 目され る点を

　　　　　 読み取る と、まず本実験の被 験者が、最も 「調和」す

　　　　　 る配 色と したのは、
”
B −Pと PB −Dk

’1
の 配色で あ り、

　　　　　 「好き」で 、「ス ポー
テ ィ 」で 「シ ン プル」な配色 であ っ

　　　　　 た 。 次に注目したいのは、「調相」第 2 位の
L’
Y −VとYR 一

　　　　　 ゾの配色で ある。こ の配色 は 「好ぎな」第4 位、「派手

　　　　　な」第 7位、「ゴージ ャ ス 」第7位、そ して 「スポー
ティ」

　　　　　 でも 25 位とな D、本実験 6尺度中 「緊張 した一ゆるん

　　　　　だ」以外の 5尺度で上位200／，以内に登場 し、上記 の色

　　　　　彩感情を満足させ る配色といえた 。 更に、］30 配色

　　　　　につ い て実施 した 、先の 実験結 果
1α

（実測 値調和 3 位、

　　　　　好 き な 2位）で もほぼ同様で あ っ た。こ れ らの配色は、

　　　　　 色相差が小の類似色相配色で、「な じみの原理」が成

　　 　　　 り立 っ ている 。

　　　　　　「調和」第 3位の
’LB −B とBG −P

”
の 配色は、「好き」第 1

　　　　　 位の配色で 、「スポ
ー

テ ィ」では第7位で あり、「シ ン

ー
1300L　　　

．
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プル」で 「派手な」配色で あ っ た 。

　以上か ら、少なくとも被験者 と同世 代の若い女性
一

般の 配色感情効果の傾向を推測 で き よう。

4 ．結語

　異色相間 2色配色の配色効果につ い て 、派手な一地

味な、スポ
ー

ティ
ーエ レガン ト、緊張 した

一
ゆるんだ 、

ゴー
ジ ャ ス

ー
シ ン プル 、好きな

一
嫌いな 、調和

一
不

調和の 6尺度に つ いて、SD法 によ り、285 配色で 色

彩感情の配色 効果を検討 した結果を次に示す 。

1）異色相配色 にお ける、各種色彩感情の評価値が上

　 位の配色の特徴を、色相、 卜
一

ン配色の面か ら示

　 した 。配色上 の 色相を み る と、黄色は 、明度 、 彩

　 度の違い により、最も多様な色彩感情を表す色相

　 で ある こ とがわか っ た。

2）色相差は 小で 、か つ 高 明度 同士 の 配色 の 場合に

　 「調和」が得られやすか っ た 。 また、「調和」上位の

　 類似色相配 色は、「な じみの原理」がほ ぼ成り立 っ

　 ていたが （750／o ）、すべ て で はなか っ た 。

3）色相差が小さい場合は、明度がよ り高く彩度 がよ

　 り低い 色と明度 がよ り低く彩度がより高い 配色の

　 方が、明度 も彩度 もよ り高 い色 と明度も彩度もよ

　 り低い配色 よ り調和 しやすい傾向、そ して 、色相

　 差が大き くなると、明度差 、彩度差が小さ い配色

　 で調和が生 じやすい傾向が認め られた。

4）堀 田 らと大山の 提案 した 、 単色の色彩感情の 高

　 位 ・低位に応 じて重み付けして 加算する予測式は 、

　 今回の結果 にもよ く当て はま っ た 。 ただし「好き」

　 尺度は他の尺度より当てはま りが悪 く、単色の組

　 合せが重要なことが示された。

5）調和がよ くか つ 、使用目的に合 っ た異色相配色の

　 配色例を、実験結果 よ り 示す こ と が出来た 。

注2 　「トレー
ニ ン グカ ラ

ー 120 」にお い て は 、

　　
“
Pale卜一ソ

’
は、「高明度 ・中彩度」の 範囲にあ

　　り、
“
Ve　ry　Paleトーゾ が、「高明度 ・

低彩度」

　　の範囲で ある 。

注3　通常SD法でよ く見出される力量性 （Potency）

　　因子 は、配色 の SD 評価で は 、鋭 さ 因子と価値

　　因子に分かれて 現れた
9）．13 〕．15 ＞

。また 、フ ァ ッ

　　シ ョ ン 関係の 尺度を 含め たの は 、 先行研究

　　
9）川 ．15 ）

結果 と系統づ け る た め であ り、配色を

　 筆者の
一

人が関心の あるフ ァ ッ シ ョ ン とい う具

　 体的なものと関連付けた い からで ある 。

注4　女子学生は、色彩に強い 関心があり、視感覚

　　も鋭 く、動作も機敏で ある 。 以前、高齢者対象

　　に色彩嗜好調 査を行 っ たが
23｝

、中途棄権や回

　 答もれが多々あ り、簡単と思える調査も実際に

　　は困難な こ とを経験 した 。 また高齢者の調査
23 ，

　 で は単色の感情効果は女子学生 とよく似た結果

　 が得られたので、配色の感情効果に つ い て も年

　 齢差は大き くない と推定される 。 よ っ て、回答

　 数の 多さの 点か ら被験者は女子学生 とした。

注 5　配色の感情効果は、配色を構成する単色の効

　 果 の 単純 な加算な い し平均 よ り も 、各因子な い

　　し尺度こ とに高位 ・低位の構成色 に重み付け し

　 た加算が適当であ る こ とはす で に堀田 ら
12 ）

に

　 よ り見出され て い た が、それ と は独立に大山
13｝

　 によ っ て も再確認されるとともに、単色効果に

　 基づく回帰式によ っ て説明できない効果が真の

　 配色効果で あると論 じられた 。 その回帰式を今

　 回の異色相配色の実験結果 に適用した。

付記 ：本研究の
一

部は、日本色彩学会第34 回全国大

会で 研究発表
2°〕’24 〕

を行 っ た 。

　今後は、二 色配色 全般の研究を継続する予定で あ

る。

注釈

　注 1
鬩
有 彩色の明度及 び彩度に関する修飾語を付け

　　た色の 範 囲を トーン と呼ぶこ ともあ る
”21 ）

が 、

　　 「トーン」の示す内容 （明度、彩度の範囲）は、色

　　 体系によ り異な る。本報で用 い る ト
ー

ン の内容

　　は、前報
10 ）

と同様、色刺激として使 用 した 「ト

　　レー
ニ ン グカラ

ー 120 」
14 ）22 ）

の 「トーン」内容

　　 である 。
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